
Ⅰ　タイトルページ

右余白30mm
（デフォルト
　　の設定）

左余白30mm
（デフォルト
　　の設定）

上余白35mm
（デフォルト
　　の設定）

下余白30mm
（デフォルト
　　の設定）

←メインタイトルは14pt・MSゴシック

←サブタイトルは10pt・MSゴシック

←名前は10pt・MS明朝

←章タイトルは10pt・MSゴシック
←（一行空ける）

←（一行空ける）

←（一行空ける）

すべてセンタリング（中央
揃え）処理を行う

※ページは入れない

↑本文は10pt・MS明朝

※10ptで42文字×36行
（デフォルトの設定より文
 字のサイズを10.5ptか
 ら10ptに変更して下さ
 い）
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揃
え
）

←図タイトルは図の下・10pt・MS明朝

←図の下は一行空ける

←図の上は一行空ける

キャプションは8pt・MS明朝↑

Ⅱ　本文ページ

↓節は一行空けた上で，１．，２．...とする）．10pt・MS明朝．

句点は全角カンマ（，）

読点は全角ピリオド（．）

←表タイトルは表の上・10pt・MS明朝

←表の下は一行空ける

←表の上は一行空ける

す
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て
セ
ン
タ
リ
ン
グ
（
中
揃
え
）

キャプションは8pt・MS明朝↑

←項は1行空けずに１），2），...とする

ワードの脚注機能を利用して作
成．「　」は「）」を【書式】で【上付
き】に変換して作成する．

→

）



Ⅲ　文末ページ

←一行空ける
←「注」は10pt・MSゴシック

←一行空ける

←一行空ける
←「文献」は10pt・MSゴシック

文献表の書き方を参照．2行以上にわたる場合はインデント
処理（2行目以降は1文字分空ける）を行う

↑脚注は文字数・行数はデフォルトの設定で10pt・MS明朝

「　」は「）」を
【書式】で【上
付き】に変換
して作成する．

→
↓脚注は文末脚注を使用 ※「文末脚注の境界線」は消す（消し方は執筆要領5p参照）

）

※「文末脚注の継続時の境界線」も消す（消し方は執筆要領5p参照）


